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〈
特
集
〉
太
平
山
を
め
ぐ
る
歴
史
と
文
化

一
、
は
じ
め
に

　

太
平
山
神
社
は
、
か
つ
て
太
平
山
大
権
現
と
称
し
、
神
仏
習

合
の
聖
地
と
さ
れ
た
。
今
も
拝
殿
前
石
段
か
ら
三
光
鳥
居
を
仰

ぐ
と
、
扁
額
に
は
旧
社
名
の
三
光
神
社
と
あ
る
。
古
縁
起
の
祭

神
は
日
月
星
の
三
光
天
子
で
、
本
地
は
虚
空
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

　

三
光
と
よ
ば
れ
る
日
・
月
・
星
に
対
す
る
信
仰
は
、
ど
の
よ

う
な
形
で
存
在
を
あ
ら
わ
し
、
太
平
山
で
ま
つ
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
天
正
の
兵
火
で
社
殿
が
灰
燼
に
帰
す
前
の
史
料
や
威
容

は
憶
測
す
る
よ
り
他
な
い
。
後
世
の
社
伝
か
ら
崇
敬
の
歴
史
を

推
し
量
る
ば
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
断
片
か
ら
い
に
し
え
に
思

い
を
馳
せ
つ
つ
、
当
該
の
山
岳
に
ま
つ
わ
る
神
仏
信
仰
の
成
立

と
系
譜
に
つ
い
て
拙
い
な
が
ら
考
察
を
こ
こ
ろ
み
た
い
。

「
古
代
の
太
平
山
と
山
岳
信
仰
」

渡
辺
　
瑞
穂
子
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二
、
三
輪
流
神
道
に
み
る
三
光

　

現
今
の
祭
神
は
、
文
明
年
間
の
神
扉
の
文
に
よ
る
と
、
天
孫

命
、
皇
大
神
、
豐
受
大
神
の
三
座
で
あ
る
。
一
説
に
よ
る
と
、

天
長
四
年
開
山
説
を
も
つ
慈
覚
大
師
円
仁
が
師
の
最
澄
の
奉
斎

し
た
、
三
輪
神
社
を
遷
座
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
末
社
六
十
餘

座
を
伊
勢
神
宮
よ
り
遷
し
、
伴
社
四
十
二
社
、
末
堂
二
十
宇
、

末
社
神
領
四
十
二
郷
が
あ
っ
た
こ
と
が
棟
木
に
記
さ
れ
て
い

た
。１

　

栃
木
市
総
社
町
に
は
大
神
神
社
が
あ
る
。『
三
代
実
録
』
元

慶
四
年
（
八
八
〇
）
に
下
野
国
三
和
神
へ
の
神
階
奉
授
の
記
録

が
あ
り
、
古
代
か
ら
当
地
一
帯
の
三
輪
の
神
へ
の
崇
敬
を
う
か

が
わ
せ
る
。２

　

大
和
の
三
輪
山（
大
神
神
社
）は
、古
来
よ
り
本
殿
を
も
た
ず
、

山
岳
へ
の
原
初
的
な
信
仰
を
基
層
に
も
つ
。
元
伊
勢
の
諸
宮
の

発
祥
地
に
あ
た
り
、
伊
勢
の
大
神
と
は
中
世
に
同
体
説
が
あ
っ

た
。『
三
輪
流
神
道
大
事
口
决
』３

に
は
、「
三
弁
宝
珠
ハ
日
月
星

ノ
三
光
ヲ
合
テ
三
輪
ノ
神
ト
云
ナ
リ
」
と
あ
る
。「
此
昔
シ
弘

法
大
師
此
山
ニ
参
籠
テ
、八
処
明
神
ノ
本
地
供
ヲ
修
シ
玉
フ
時
、

明
星
天
子
降
臨
シ
給
フ
。
今
其
所
ヲ
星
降
ト
云
。
亦
大
己
貴
尊

現
レ
シ
月
ト
給
故
、
此
ノ
三
光
ヲ
合
テ
三
輪
ノ
神
ト
云
ナ
リ
。」

三
弁
宝
珠
は
日
月
星
の
三
光
を
表
す
も
の
と
し
て
、
三
光
を
三

輪
の
神
と
し
た
。
弘
法
大
師
と
明
星
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

三
光
に
つ
い
て
、『
三
輪
大
明
神
御
神
德
物
語
』
に
「
三
輪

大
明
神
は
三
光
和
合
の
御
神
徳
、
天
に
て
は
月
日
星
と
現
し
玉

ひ
て
御
利
生
無
量
無
邊
也
」
と
あ
る
。
そ
の
詳
細
を
記
す
『
三

輪
流
神
道
深
秘
鈔
』
で
は
、
三
輪
流
神
道
灌
頂
で
大
神
は
「
三

光
ノ
主
徳
ヲ
具
シ
テ
神
魂
ヲ
主
ド
リ
」、三
輪
の
御
利
生
は
「
三

才
和
徳
」
で
「
三
輪
大
明
神
三
光
ノ
御
神
也
、
三
光
ト
ハ
ミ
ツ

花
表
ノ
日
月
二
十
八
宿
ヲ
拝
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
。４

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
月
の
軌
道
（
白
道
）
に
あ
た
る
二
十
八
宿

の
星
座
を
信
仰
対
象
と
す
る
言
説
が
認
め
ら
れ
る
。
神
奈
備
の

三
輪
山
で
真
言
を
唱
え
斎
き
祀
る
三
輪
流
神
道
に
は
、
明
星
の

ほ
か
、
日
月
と
星
々
と
を
崇
拝
対
象
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。

三
、
太
平
山
権
現
と
虚
空
蔵
信
仰

　

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
の
『
太
平
山
伝
記
』
の
「
古
法

太
平
三
所
」
に
「
御
本
地
虚
空
蔵　

太
平
大
権
現
御
神
体　

天

孫
太
神
・
明
星
御
相
殿
二
神
、
御
本
地
大
日　

熊
野
大
権
現
御

神
体　

伊
弉
冊
尊
・
日
輪
御
相
殿
二
神
、
御
本
地
千
手　

日
光
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大
権
現
御
神
体　

大
己
貴
尊
・
月
輪
御
相
殿
二
神
、
右
天
正
十

四
丙
戌
ヨ
リ
於
同
殿
也
」
と
あ
る
。
太
平
大
権
現
の
本
尊
が
虚

空
蔵
菩
薩
、
大
日
如
来
、
千
手
観
音
の
三
像
で
、
相
殿
に
は
天

孫
太
神
（
瓊
瓊
杵
尊
）・
明
星
の
二
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。５

　

神
仏
が
混
在
し
た
明
治
以
前
に
は
、
太
平
大
権
現
社
お
よ
び

本
尊
の
虚
空
蔵
菩
薩
を
安
置
し
た
本
地
堂
を
は
じ
め
と
す
る
堂

宇
が
並
ん
で
い
た
。

　

山
麓
に
虚
空
蔵
堂
が
現
存
す
る
連
祥
院
は
円
仁
創
建
説
を
も

つ
、
太
平
山
の
別
当
寺
院
の
一
だ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
作
の
虚
空

蔵
菩
薩
像
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
聖
徳
太
子
作
で
、
慈
覚
大
師
円

仁
が
夢
の
中
で
観
見
し
淳
和
天
皇
に
請
い
大
平
山
に
遷
し
た
、

と
す
る
。
神
仏
分
離
に
よ
り
虚
空
蔵
菩
薩
は
旭
岳
へ
遷
さ
れ
た

後
、
現
在
の
連
祥
院
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。６

　
四
、
求
聞
持
法
の
月

　

虚
空
蔵
菩
薩
を
対
象
と
す
る
密
教
修
法
に
は
『
大
虚
空
蔵
菩

薩
念
誦
法
』、『
五
大
虚
空
蔵
菩
薩
速
疾
大
神
験
秘
密
式
経
』、『
虚

空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
』な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
山
林
修
行
と
の
関
連
が
最
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
は

『
虚
空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
』（
虚
空
蔵

求
聞
持
法
）
で
あ
る
。

　

虚
空
蔵
菩
薩
を
本
尊
と
す
る
虚
空
蔵
求
聞
持
法
は
、
記
憶
力

を
増
大
さ
せ
る
法
で
あ
る
。
荒
行
の
後
、
一
度
耳
目
に
触
れ
た

経
典
を
暗
記
で
き
る
効
験
を
得
る
と
い
う
。
そ
の
修
法
は
、
清

浄
な
山
中
で
真
言
を
一
日
一
万
遍
・
百
日
間
で
合
計
百
万
遍
唱

え
る
も
の
で
、
密
教
修
法
の
中
で
も
最
大
級
の
命
が
け
の
難
行

が
求
め
ら
れ
る
。

　
『
虚
空
蔵
菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
』
は
、

天
竺
の
法
を
善
無
畏
が
漢
訳
し
た
も
の
を
養
老
二
年（
七
一
八
）

に
、
道
慈
が
日
本
に
伝
え
た
も
の
で
、７

本
来
は
本
尊
に
木
檀
を

し
つ
ら
え
て
修
法
し
、
日
蝕
・
月
蝕
の
日
に
陀
羅
尼
を
唱
え
な

が
ら
酥
を
作
る
こ
と
で
成
満
し
た
。

　
『
國
譯
密
教
』８

の
「
國
譯
佛
説
虚
空
藏
菩
薩
能
滿
諸
願
最
勝

心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
」
に
よ
る
と
「
若
し
法
の
如
く
此
の
陀
羅

尼
を
持
し
聞
持
を
求
め
ん
と
欲
せ
ば
、
當
さ
に
絹
素
白
氎
或
は

淨
板
の
上
に
於
て
先
づ
滿
月
を
畫
き
、
中
に
於
て
虚
空
菩
薩
の

像
を
畫
く
べ
し
」
と
あ
る
。
ま
ず
、
満
月
を
描
い
て
か
ら
、
そ

の
中
に
虚
空
菩
薩
像
を
描
く
。
そ
し
て
、「
誦
せ
ん
時
に
は
目

を
閉
ぢ
て
想
へ
、
菩
薩
の
心
上
に
一
の
滿
月
あ
り
、
然
も
誦
す

る
所
の
陀
羅
尼
の
字
、
滿
月
の
中
に
現
じ
て
み
な
金
色
と
作
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る
、其
の
字
復
た
滿
月
よ
り
流
出
し
て
行
人
の
頂
に
澍
ぐ
」「
至

誠
に
瞻
仰
し
て
便
ち
坐
し
な
が
ら
禮
拝
せ
よ
、
目
を
閉
ぢ
て
復

た
滿
月
の
菩
薩
を
觀
ず
る
こ
と
極
め
て
明
了
に
し
已
て
」
と
あ

り
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
図
像
な
ら
び
に
行
法
そ
の
も
の
に
満
月
は

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
復
た
日
蝕
或
は
月
蝕
の

時
に
於
て
、
力
に
随
ひ
て
飲
食
・
財
物
を
捨
施
し
て
三
寶
に
供

養
す
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
記
憶
を
増
大
さ
せ
る
秘
法
は
、
赤

銅
色
を
し
た
満
月
の
夜
に
酥
（
蘇
）
と
よ
ば
れ
る
古
代
チ
ー
ズ

を
生
成
す
る
。
法
の
成
就
す
る
日
は
日
蝕
あ
る
い
は
月
蝕
と
定

め
る
。
日
蝕
は
必
ず
新
月
で
あ
り
、
月
蝕
は
満
月
に
起
こ
る
天

体
現
象
で
あ
る
。
な
お
、
太
陽
と
月
の
軌
道
の
交
点
が
近
い
関

係
で
、
日
蝕
前
後
の
満
月
の
時
に
月
蝕
が
起
こ
る
。
月
は
絶
え

ず
満
ち
欠
け
を
繰
り
返
す
。
そ
の
中
で
、
月
に
よ
っ
て
太
陽
が

虧
け
、あ
る
い
は
太
陽
に
よ
っ
て
月
が
赤
く
翳
る
特
別
な
時
が
、

法
成
就
の
要
素
と
さ
れ
て
い
る
。

　

虚
空
蔵
は
、
宇
宙
の
如
く
広
大
無
限
な
空
間
で
あ
る
虚
空
の

母
胎
と
い
う
意
味
を
も
つ
。
月
輪
は
、
曼
荼
羅
や
参
詣
図
等
の

仏
教
美
術
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、
満
月
は
縁
起
や
伝
承
に
も
登

場
す
る
。
こ
の
た
め
、
満
月
は
虚
空
蔵
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
求
聞
持
法
に
関
し
て
は
と
り
わ
け
月
輪
中

に
菩
薩
を
描
く
こ
と
に
始
ま
る
。「
白
月
は
山
に
入
り
虚
空
蔵

法
を
修
」（『
元
亨
釈
書
』）
し
た
と
あ
る
よ
う
に
、
月
に
祈
り

を
捧
げ
る
こ
と
で
無
限
の
叡
智
を
得
る
修
法
と
考
え
ら
れ
る
。

　

儀
制
令
太
陽
虧
条
に
よ
れ
ば
、
日
蝕
は
国
忌
同
様
に
廃
務
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。
蝕
は
、
帝
位
を
象
徴
す
る
太
陽
に
お
こ
る

現
象
の
中
で
不
祥
と
さ
れ
た
。
天
体
観
測
と
記
録
は
、
七
世
紀

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
太
陽
と
月
の
交
点

を
求
め
る
た
め
の
天
体
の
位
置
計
算
に
つ
い
て
は
、
史
書
の
律

暦
志
等
に
暦
法
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
月
蝕
の
記
録
に
つ
い

て
は
、
養
老
四
年
に
完
成
し
た
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
。
皇

極
天
皇
紀
二
年
（
六
四
三
年
）
に
は
、
観
測
で
き
な
い
の
に
月

蝕
の
予
測
値
が
記
さ
れ
て
い
る
。
皇
極
天
皇
二
年
五
月
十
六
日

の
月
の
入
り
は
午
前
四
時
五
〇
分
で
、
飛
鳥
か
ら
見
え
な
い
。

こ
の
こ
と
は
当
時
の
暦
法
で
あ
る
元
嘉
暦
の
計
算
で
算
出
さ
れ

る
。
月
入
後
に
食
が
開
始
す
る
た
め
、
日
本
で
は
観
測
で
き
な

い
。
記
事
の
引
き
写
し
が
考
え
ら
れ
る
周
辺
国
に
も
こ
の
日
の

月
蝕
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、
皇
極
天
皇
紀
に
は
月
蝕
の
予
報

値
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。９

な
お
、
求
聞
持
法
招
来
者
で
、
大
安
寺
伽
藍
造
営
を
勾
当
し
た

事
で
知
ら
れ
る
道
慈
は
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
に
関
与
し
た
と
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考
え
ら
れ
て
い
る
。

五
、
明
星
来
影

　

一
方
、
求
聞
持
法
は
奈
良
で
自
然
智
宗
と
習
合
し
、
山
林
修

行
者
に
よ
る
自
然
智
習
得
の
修
法
と
な
っ
た
と
広
く
認
識
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
『
三
教
指
帰
』
序
文
に
、
空
海
が
一
沙
門10

か
ら
こ
の
修
法
を
授
け
ら
れ
て
四
国
の
山
中
で
実
修
、
真
言
百

万
遍
を
誦
し
、
つ
い
に
「
明
星
来
影
」
し
て
体
得
、
経
典
暗
記

の
叡
智
を
授
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
体
験
を
先
蹤
と
し
、
栄
西

や
覚
鑁
を
は
じ
め
、
多
く
の
行
者
が
山
岳
修
験
で
厳
修
し
た
。

空
海
の
「
明
星
来
影
」
の
影
響
は
大
き
く
、
中
国
の
「
虚
空
蔵

菩
薩
能
満
諸
願
最
勝
心
陀
羅
尼
求
聞
持
法
」
と
は
異
な
る
日
本

独
自
の
行
法
が
発
達
し
た
。
日
月
蝕
の
予
測
や
そ
の
意
味
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
明
星
の
来
迎
が
重
視
さ
れ
て
、
む
し

ろ
日
・
月
蝕
時
の
成
満
に
か
か
わ
ら
な
い
修
法
と
し
て
広
ま
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。11

　
『
三
教
指
帰
』
に
み
え
る
空
海
の
求
聞
持
体
験
以
降
、
明
星

出
現
は
成
満
の
象
徴
と
さ
れ
た
。『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
二
十
二

「
求
聞
持
事
」（
正
和
五
年
・
一
三
一
六
年
）
に
は
、「
明
星
と

は
理
智
相
称
の
本
源
、
妙
成
就
の
至
極
な
り
。
凡
そ
世
界
建
立

の
義
を
談
ず
る
と
き
、
日
月
星
宿
を
以
て
三
部
の
大
日
と
習
ふ

な
り
。
所
謂
日
月
は
両
部
遍
照
の
大
日
な
り
。
星
宿
と
は
不
二

妙
成
就
の
本
就
の
本
尊
な
り
」と
あ
る
。
そ
し
て
、明
星
は
、「
陰

の
極
り
」
の
丑
の
刻
の
終
わ
り
（
午
前
三
時
頃
）
に
出
て
、「
陽

の
始
め
」
の
寅
の
時
（
午
前
四
時
頃
）
に
大
き
く
光
輝
く
。
明

星
の
顕
現
は
、相
反
す
る
陰
陽
を
繋
ぐ
不
二
の
力
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
法
を
め
ぐ
る
特
異
な
口
伝
（「
葉
上
流
秘
伝
」）
が
多
く

残
さ
れ
る
栄
西
は
秘
乳
を
精
製
す
る
水
を
取
る
作
法
を
寅
刻
に

行
っ
た
。
龍
が
海
底
で
水
を
吐
く
時
刻
と
明
星
天
子
が
顕
現
す

る
時
刻
と
が
対
応
し
て
い
る
と
い
う
陰
陽
道
的
認
識
は
、
求
聞

持
法
本
尊
（
虚
空
蔵
菩
薩
＝
明
星
天
子
）
が
水
精
龍
王
に
乗
る

像
容
と
し
て
画
か
れ
る
こ
と
に
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
。12

六
、
妙
見
信
仰
の
影
響

　

妙
見
信
仰
は
、
中
世
以
降
の
史
料
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る

が
、
古
代
以
来
の
星
辰
信
仰
で
あ
る
。
妙
見
は
北
辰
・
北
斗
へ

の
菩
薩
信
仰
を
さ
す
。
北
天
に
輝
く
不
動
の
北
辰
は
天
子
が
受

命
す
る
天
意
を
表
し
、
そ
れ
を
周
回
し
水
平
線
に
沈
ま
な
い
北

斗
七
星
は
、帝
位
を
象
徴
す
る
袞
冕
十
二
章
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
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航
海
の
道
標
と
さ
れ
、
安
全
祈
願
の
対
象
と
な
っ
た
。
と
り
わ

け
延
暦
年
間
以
降
は
妙
見
信
仰
が
盛
行
し
た
。

　

円
仁
の
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
よ
れ
ば
、承
和
五
年
（
八

三
八
）
六
月
二
十
九
日
に
遣
唐
使
船
が
座
礁
し
た
際
、
沈
没
を

恐
れ
た
大
使
の
藤
原
常
嗣
が
碇
な
ど
を
海
中
に
投
棄
し
、
観
音

菩
薩
と
妙
見
菩
薩
の
名
を
称
え
て
助
け
を
求
め
た
。
翌
年
の
三

月
三
日
夜
に
は
、
大
使
ら
は
妙
見
菩
薩
と
四
天
王
の
供
養
を
し

た
こ
と
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
時
、
蔵
人
頭
と
し
て
仁
明
天
皇
に
近
侍
し
て
い
た
藤
原
常

嗣
が
妙
見
菩
薩
を
内
裏
で
ま
つ
る
「
御
燈
」（
北
辰
祭
）
に
参

列
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。13

三
月
三
日
と
九
月

九
日
に
行
わ
れ
る
北
辰
祭
の
「
御
燈
」
の
北
方
の
霊
場
は
天
台

宗
の
諸
寺
院
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
円
仁
を
は
じ

め
遣
唐
使
に
妙
見
信
仰
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
『
日
本
霊
異
記
』
で
延
暦
二
年
（
七
八
三
）
八
月
の
事
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
、
妙
見
信
仰
で
は
海
難
救
助
を
祈
願
し
た
後
、

自
分
と
同
じ
身
長
の
妙
見
菩
薩
を
作
り
、
あ
る
い
は
画
像
を
作

成
さ
せ
、
燈
明
を
献
じ
て
報
賽
す
る
。

　

一
日
の
始
ま
り
は
暦
の
上
で
は
子
刻
で
あ
る
が
、
明
星
の
顕

現
す
る
寅
刻
は
、
宮
中
の
儀
式
上
で
一
日
の
始
ま
り
と
す
る
慣

習
が
あ
る
。
元
旦
の
最
初
に
行
わ
れ
る
四
方
拝
は
、
寅
刻
に
御

親
拝
で
、
北
斗
七
星
中
の
守
り
星
で
あ
る
属
星
へ
御
燈
が
捧
げ

ら
れ
る
。

　

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
の
『
大
平
山
伝
記
』
に
よ
れ
ば
、

慈
覚
大
師
が
山
中
に
入
る
と
「
北
斗
七
星
」
が
眼
前
に
現
れ
て

「
方
五
里
ヲ
以
テ
結
界
ス
ベ
シ
」
と
い
っ
て
身
を
隠
し
た
。
大

師
が
「
本
地
之
真
身
」
を
見
た
い
と
思
っ
て
念
ず
る
と
、
山
中

に
金
色
の
光
を
放
つ
虚
空
蔵
菩
薩
が
松
樹
の
上
に
現
れ
た
。
こ

の
こ
と
を
淳
和
帝
に
表
奏
し
た
と
こ
ろ
、
帝
か
ら
「
太
平
大
権

現
」
の
宸
翰
の
額
と
「
社
頭
修
造
費
」
と
し
て
「
荘
田
若
干
」

が
附
与
さ
れ
た
と
い
う
。
太
平
山
の
妙
見
信
仰
は
、
後
世
の
影

響
も
否
定
で
き
な
い
が
、
創
建
伝
説
の
残
る
円
仁
と
深
い
関
わ

り
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

七
、
日
光
修
験
に
お
け
る
星
辰

　

虚
空
蔵
菩
薩
と
明
星
の
修
法
上
の
結
び
つ
き
は
、
日
光
修
験

の
興
隆
に
よ
り
色
濃
く
み
ら
れ
た
。『
日
光
山
志
』
に
よ
る
と
、

勝
道
七
歳
の
と
き
夢
に
明
星
天
子
が
現
れ
て
二
荒
山
の
開
山
を

教
示
し
た
。「
是
虚
空
蔵
の
垂
迹
な
り
。
天
に
在
て
は
大
白
星
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と
あ
ら
ハ
れ
、
此
土
に
来
下
し
て
は
磐
裂
の
荒
神
な
り
」
と
告

げ
た
と
い
う
。『
補
陀
落
山
建
立
修
行
日
記
』
は
、
勝
道
の
日

光
開
山
を
明
星
天
子
と
深
沙
大
王
の
教
導
に
よ
る
と
す
る
。

　

日
光
山
で
は
虚
空
蔵
菩
薩
が
明
星
や
妙
見
菩
薩
或
い
は
太
白

星
と
混
用
さ
れ
、
星
に
対
す
る
信
仰
が
早
く
に
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
戦
国
時
代
に
は
毎
月
十
三
日
に
星
宮
講
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
『
年
中
行
事
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。14

　

二
荒
山
を
中
心
に
横
根
山
石
裂
山
等
の
山
岳
に
よ
っ
た
宗
教

者
が
、
求
聞
持
法
の
伝
流
と
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
明
星
天
子
を

意
識
し
た
こ
と
は
『
開
山
勝
道
上
人
和
讃
』
な
ど
に
求
聞
持
法

と
明
星
天
子
が
し
ば
し
ば
表
れ
る
こ
と
か
ら
も
肯
け
る
、
と
す

る
説
が
あ
る
。15

　

都
賀
郡
の
「
日
光
山
往
古
社
領
六
捨
六
郷
」
と
呼
ば
れ
た
日

光
山
所
領
で
は
修
験
が
行
わ
れ
て
い
た
。
太
平
山
は
古
峰
に
至

る
抖
擻
路
の
入
り
口
に
当
た
っ
た
。
栃
木
市
平
井
町
の
向
山
は

か
つ
て
コ
ク
ゾ
ウ
山
と
呼
ば
れ
、
勝
道
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い

る
。

　

太
平
山
神
社
境
内
社
の
星
宮
神
社
は
、
天
加
々
背
男
命
を
ま

つ
り
、
往
時
の
名
残
り
を
留
め
て
い
る
。

　

近
辺
の
星
宮
神
社
は
太
平
権
現
を
勧
請
し
た
と
の
伝
承
が
あ

り
、
太
平
山
神
社
が
地
域
の
虚
空
蔵
信
仰
の
中
心
で
あ
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
世
に
日
光
修
験
が
活
動

し
た
日
光
山
所
領
で
虚
空
蔵
信
仰
が
広
が
っ
た
。
太
平
神
社
と

加
蘇
山
神
社
の
祭
神
で
あ
る
磐
裂
・
根
裂
神
が
そ
の
山
麓
の
平

野
に
分
布
す
る
星
宮
神
社
の
祭
神
と
な
っ
た
と
す
る
説
が
あ

る
。16

　

こ
う
し
た
日
光
修
験
の
影
響
に
よ
り
、
虚
空
蔵
・
明
星
・
妙

見
へ
の
信
仰
が
さ
ら
に
重
層
化
し
、
近
隣
地
域
に
伝
播
し
独
自

の
変
容
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

八
、
お
わ
り
に

　

時
代
と
共
に
重
層
化
し
た
虚
空
蔵
信
仰
は
、
虚
空
蔵
求
聞
持

法
の
経
典
に
拠
れ
ば
、
虚
空
に
浮
か
ぶ
月
に
深
く
か
か
わ
る
修

法
を
本
義
的
に
も
つ
。
初
期
の
段
階
で
空
海
の
神
秘
体
験
か
ら

明
星
に
よ
っ
て
霊
験
を
授
か
る
と
さ
れ
た
。
そ
の
上
に
、
奈
良

末
よ
り
隆
盛
し
た
妙
見
信
仰
の
北
辰
・
北
斗
の
星
辰
崇
拝
と
も

重
な
っ
た
。
さ
ら
に
、三
輪
流
神
道
に
み
ら
れ
る
三
光
と
し
て
、

明
星
、
妙
見
な
ど
の
星
を
総
称
し
、
日
・
月
と
等
し
く
相
並
ぶ

崇
拝
対
象
と
な
っ
た
。
あ
る
い
は
、
日
光
修
験
の
影
響
か
ら
星

辰
信
仰
の
様
々
な
要
素
が
深
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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山
岳
崇
拝
の
濫
觴
を
語
る
史
料
は
災
禍
等
に
遭
い
、
悠
久
の

時
の
中
で
失
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、新
し
い
伝
承
を
紡
ぎ
、

変
容
し
な
が
ら
人
々
が
崇
め
続
け
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

登
拝
の
霊
地
と
し
て
様
々
な
神
仏
混
交
要
素
を
も
つ
太
平
山
で

は
、
崇
敬
が
風
土
景
観
と
合
致
し
た
相
応
し
い
も
の
へ
と
淘
汰

さ
れ
つ
つ
、
今
も
先
人
の
祈
り
の
足
跡
を
幾
重
に
も
残
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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